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特許・実用新案・意匠  登録済
これほどまでに確実安全性を追求したクランプは、イーグル以外に
はありません。他とあきらかに違うのが良くわかります。全方向吊上
げ機能は弊社独自の安全対策機構から生まれているのです。

4 先端パッド機構（ＰＡＴ）
締付ねじの先端が独立して回転する事により、部材との無駄な摩擦を軽減し、少ない力で確実な締め付けが可能。

FW37hbシリーズ

FW371hb（単相100V）
FW373hb（三相200V） 冬の温

度ムラ
解消に

冬の温
度ムラ

解消に

冬の温
度ムラ

解消に

短信短信

アジア産業研究会からの寄稿

　

■ファンド加速　　
中国で年間 5000 億人民元にも 　
　中国でファンドの新設が加速している。年初から 196 本が設
立され、資金量の総額は4820億2900万人民元（約6兆2600億円）
に達した。通年では大台 5000 億人民元を超えるのは確実で、こ
の状況からも中国経済の変貌が見てとれる。設立準備中のファ
ンドを含めると 220 本を超えるが、株式市況が低迷するなかで
の盛況は、株式や債券・通貨型などの固定収益型商品に支えら
れている。　　　　

■日台中バランス　　
「尖閣」不測なら台湾産業を直撃　
　「尖閣」で中国が日本に経済制裁する影響は？――「台湾産業
はサプライチェーン断絶で大打撃を受ける」と、台湾の経済部
国際貿易局が分析し注目されている。日台中の経済関係でも「産
業構造は川上～川下の関係が実態」とした上で、自動車や機械
産業を例に「重要部品を日本が供給し、中間材料を台湾で加工、
人件費の安い中国で組み立てている」と指摘、「相互の協力関係
は競争関係よりも大きい」と現状維持を訴えた。

■黒字化に暗雲　
ベトナム日系２社が工場売却や閉鎖
　東京スタイル（TSI ホールディングス子会社）は 11 月、ベ
トナム中部トゥアティエン・フエ省のアパレル製品縫製加工工
場を売却すると発表した。早期黒字化が困難と判断したもので、
約 6.6 億円の特別損失が見込まれた。またこれより先、遠藤製
作所（本社・新潟県燕市）がステンレス製極薄管を製造する孫
会社エンドウ・ステンレス・スティール（資本金 450 万ドル）
を解散した。赤字のためで、タイ子会社に製造を集中する。　 

■アウトレット開発　
クアラルンプール空港で三井不動産
　マレーシアのクアラルンプール国際空港の敷地内に、三井
不動産が 70％出資でアウトレットを開発する。18 万㎡の土地
に店舗 100 店のモールを 2014 年冬に開業し、4.6 万㎡（店舗数
240 店）まで広げる方針。テナントは欧米、アジア、日本のラ
グジュアリーブランド、カジュアルブランド、セレクトショップ、
飲食店などを中心に幅広く構成する。同社が東南アジアでアウ
トレット展開するのは初めて。　

■早くも91社　　
ミャンマーで日系の進出が急増 
　ミャンマー進出の日本企業が 10 月末で 91 社となった。帝国
データバンク調査だと、「卸売業」が 34 社と最も多く、「サー
ビス業」14 社、「製造業」13 社、「運輸・通信業」10 社、「建設
業」７社、「小売業」5社など。年商で「1000 億円以上」22 社、
「100 億円以上 1000 億円未満」18 社で、大企業が全体の４割以
上。ちなみに日系の東南アジア進出はタイが 3133 社（11 年 10
月時点）、ベトナム 1542 社（12 年 1月）、マレーシア 1383 社（12
年 3月）。

大
に
伴
う
今
後
の
需
要
増

へ
の
対
応
に
加
え
、
さ
ら
な

る
現
調
化
推
進
の
た
め
、
カ

ラ
ワ
ン
工
場
近
く
に
エ
ン
ジ

ン
工
場
建
設
を
目
的
と
し
た

１
５
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
新
工

場
用
地
取
得
。
13
年
９
月

を
目
途
に
、
カ
ラ
ワ
ン
第
1 

工
場
の
生
産
能
力
を
１
１
万

台
か
ら
１
３
万
台
に
増
強

す
る
。
併
せ
て
、
新
た
に
約

１
９
０
人
を
新
規
に
雇
用
す

る
。　ト

ヨ
タ
車
体
で
は
、
ブ
ガ

シ
県
に
あ
る
「
ス
ギ
テ
ィ
ー 

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ス
」（
95 

年

に
合
弁
で
設
立
し
た
自
動
車

お
よ
び
部
品
の
製
造
販
売
会

社
）
の
工
場
で
、
12 

月
よ
り

車
両
生
産
を
開
始
。
ダ
イ
ハ

ツ
で
は
ス
ン
タ
ー
工
場
（
92 

年
稼
働
開
始
、
ジ
ャ
カ
ル
タ

北
部
）に
続
く
、2
２
カ
所
目

の
車
両
生
産
拠
点
と
し
て
、

10 

月
よ
り
カ
ラ
ワ
ン
工
場

が
操
業
開
始
。
年
内
に
は
同

敷
地
内
に
、
海
外
２
カ
所
目

と
な
る
テ
ス
ト
コ
ー
ス
と
デ

ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を

開
始
す
る
ほ
か
、豊
田
通
商
、

ア
イ
シ
ン
精
機
、
デ
ン
ソ
ー

も
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
裾
野

産
業
発
展
の
た
め
、こ

れ
ま
で
の
活
動
を
一
層

強
化
。
デ
ン
ソ
ー
は
９

月
に
西
ジ
ャ
ワ
州
ブ

カ
シ
県
に
エ
ン
ジ
ン
制
御
関

連
製
品
や
ス
タ
ー
タ
ー
、
オ

ル
タ
ネ
ー
タ
ー
を
生
産
す
る

新
工
場
を
建
設
す
る
と
発
表

し
て
い
る
。

　ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
で
は
、ト

ヨ
タ
、
ダ
イ
ハ
ツ
が
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
車
両
生
産
を
展
開

し
て
い
る
が
、「
今
後
は
、
ト

ヨ
タ
車
体
を
含
め
た
３
社
で

ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
に
即
し
た

ク
ル
マ
づ
く
り
を
進
め
る
」

（
同
社
）
ほ
か
、「
ア
イ
シ
ン
精

機
、
デ
ン
ソ
ー
、
豊
田
通
商

は
、
部
品
の
生
産・流
通
を
通

じ
、
裾
野
産
業
の
育
成
に
貢

献
。グ
ル
ー
プ
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
に
よ
り
、
主
要
モ

デ
ル
の
現
調
率
は
約
７
５
％

に
達
し
て
お
り
、
引
き
続
き

現
調
率
を
高
め
る
取
り
組
み

を
進
め
る
」と
コ
メ
ン
ト
し
て

い
る
。

ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
6
社
の
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
４
０
年

以
上
に
わ
た
る
累
計
投
資
額

は
、約
２
７
兆
ル
ピ
ア（
う
ち
、

ト
ヨ
タ
は
9 

兆
４
９
０
億
ル

ピ
ア
）
で
、
現
在
の
総
雇
用

人
数
は
約
３
万
２
０
０
０
人

（
う
ち
、
ト
ヨ
タ
は
７
４
０
０

人
）
と
い
う
。

　今
後
、
５
年
内
に
ト
ヨ

タ
グ
ル
ー
プ
6
社
で
さ
ら

に
約
１
３
兆
ル
ピ
ア
（
約

１
０
７
０
億
円
）を
投
資
、雇

用
人
数
も
約
４
万
１
０
０
０

人
ま
で
増
や
す
こ
と
を
目
指

す
方
針
だ
。

　イ
ン
ド
ネ
シ
ア
工
業
省
は

燃
費
が
よ
く
低
価
格
な
エ
コ

カ
ー
の
普
及
を
促
進
す
る
優

遇
策
（
低
価
格
・
グ
リ
ー
ン

カ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
実
施

を
予
定
す
る
と
と
も
に
、
鋳

造
・
鍛
造
、
精
密
部
品
等
の

部
品
供
給
企
業
の
育
成
に
注

力
。エ
コ
カ
ー
の
優
遇
策
で
も

現
地
調
達
率
等
を
条
件
と
す

る
方
針
で
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
構
築
を
目
的
に
部
品
関
連

産
業
の
集
積
の
動
き
が
一
段

と
活
発
化
す
る
見
込
み
だ
。

賃
金
上
昇
と

イ
ン
フ
ラ
整
備
が
課
題

　成
長
続
く
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

最
低
賃
金
の
上
昇
と
渋
滞
に

代
表
さ
れ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備

だ
。
来
年
の
賃
金
は
２
５
州

で
決
定
、
約
４
割
以
上
の
上

昇
に
な
り
、
撤
退
を
検
討
す

る
日
系
企
業
も
表
面
化
す

る
な
ど
、
経
営
団
体
か
ら
の

懸
念
が
示
さ
れ
、
ユ
ド
ヨ
ノ

大
統
領
は
、
問
題
解
決
を

関
係
閣
僚
に
指
示
し
た
と
の

ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
た
。14
年
の

大
統
領
選
挙
を
前
に
、
今
後

の
取
組
み
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。　一

方
、
10
月
に
東
京
で
開

催
さ
れ
た
「
日
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
経
済
合
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

で
、ジ
ャ
カ
ル
タ
首
都
圏
等
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
う
「
首

都
圏
投
資
促
進
特
別
地
域

（
Ｍ
Ｐ
Ａ
）」
構
想
を
含
め
た

開
発
計
画
に
よ
る
共
同
プ
レ

ス・リ
リ
ー
ス
が
採
決
。
Ｍ
Ｐ

Ａ
案
件
で
あ
る
国
際
港
湾
、

ジ
ャ
カ
ル
タ
東
方
の
工
業
団

地
の
改
善
、
大
量
輸
送
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
道
路
網
、
空
港
、

上
下
水
道
、
電
力
イ
ン
フ
ラ

な
ど
9
分
野
１
７
事
業
に
つ

い
て
来
年
末
ま
で
に
建
設
作

業
開
始
す
る
た
め
に
協
力
す

る
こ
と
が
合
意
さ
れ
て
い
る
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
は
、イ
ン
ド
ネ

シ
ア
に
と
っ
て
急
務
な
課
題

で
あ
り
、
日
本
の
先
端
技
術

力
の
活
用
を
軸
に
、
新
た
な

協
力
関
係
の
構
築
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　三
菱
重
工
業
と
住
友
商
事

は
10
月
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
近
郊
の
幹

線
鉄
道
電
化
・
複
々
線
化
工

事「 Package B-1

」を
総
額

約
２
１
０
億
円
で
受
注
し
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
運
輸
省
鉄
道

総
局
と
契
約
を
締
結
し
た
。 

こ
れ
は
、
日
本
政
府
か
ら
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
へ
供
与
さ

れ
る
特
別
円
借
款
に
よ
り
実

施
さ
れ
る
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
あ
り
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
首

都
圏
の
ブ
カ
シ
線（
マ
ン
ガ
ラ

イ
〜
ブ
カ
シ
〜
チ
カ
ラ
ン
）を

電
化
・
複
々
線
化
す
る
。
マ

ン
ガ
ラ
イ
〜
ブ
カ
シ
間（
１
５

㌔
㍍
）
で
は
ジ
ャ
ワ
幹
線
鉄

道
（
長
距
離
線
）
と
ジ
ャ
ボ

タ
ベ
ッ
ク
鉄
道（
通
勤
線
）の

線
路
共
用
を
分
離
・
解
消
し

運
行
効
率
化
を
図
る
。ま
た
、

ブ
カ
シ
〜
チ
カ
ラ
ン
間（
１
７

㌔
㍍
）
で
は
、
日
系
企
業
を

中
心
と
す
る
工
業
団
地
と
住

宅
の
開
発
で
需
要
が
拡
大
す

る
通
勤
鉄
道
の
電
化
・
延
伸

を
図
る
。

　今
回
契
約
を
締
結
し
た

「Package B-1

」
は
、マ
ン
ガ

ラ
イ
駅
の
架
線
改
良
、
ブ
カ

シ
〜
チ
カ
ラ
ン
間
の
電
化
工

事
、
全
線
の
既
設
信
号
の
置

換
え
、
変
電
所
建
設
等
が
契

約
対
象
で
、
16
年
末
の
完
成

を
見
込
ん
で
い
る
。

　

　三
菱
重
工
で
は
、「
既
存
鉄

道
が
運
行
す
る
中
で
の
輸
送

力
増
強
工
事
と
な
る
た
め
、

日
本
の
優
れ
た
鉄
道
技
術
を

最
大
限
に
活
用
し
、
夜
間
な

ど
限
ら
れ
た
時
間
内
で
工
事

を
実
施
す
る
難
度
の
高
い
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
強
調
。
ジ
ャ

カ
ル
タ
首
都
圏
を
中
心
と
し

て
多
く
の
都
市
鉄
道
が
計
画

さ
れ
て
お
り
、
受
注
拡
大
を

目
指
す
方
針
だ
。

　ま
た
、
大
和
ハ
ウ
ス
工
業

は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
マ
ヌ

ン
ガ
ル
グ
ル
ー
プ
の
不
動
産

開
発
会
社
の
子
会
社
の
株
式

を
取
得
。
13
年
よ
り
西
ジ
ャ

ワ
州
ブ
カ
シ
地
区
で
開
発
中

の
工
業
団
地
事
業
に
参
画
す

る
。
グ
ル
ー
プ
が
保
有
す
る

経
営
資
源
（
建
築
物
の
調

査
、
設
計
、
施
工
、
建
物
の

管
理
・
運
営
に
関
す
る
ノ
ウ

ハ
ウ
）
を
組
み
合
わ
せ
、
海

外
で
工
場
や
物
流
施
設
等
を

検
討
さ
れ
て
い
る
日
系
企
業

様
や
世
界
各
国
の
企
業
様
に

対
し
て
誘
致
活
動
を
行
う
と

し
て
い
る
。
工
業
団
地
の
不

足
や
価
格
高
騰
が
指
摘
さ
れ

る
が
、
日
系
お
よ
び
地
元
資

本
の
工
業
団
地
で
は
、
中
小

企
業
向
け
の
レ
ン
タ
ル
工
場

等
の
整
備
も
積
極
的
に
展
開

し
て
い
る
。

　11
月
後
半
に
は
、
国
際
機

関
日
本
ア
セ
ア
ン
セ
ン
タ
ー

主
催
に
よ
る
「
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
投
資
環
境
視
察
ミ
ッ
シ
ョ

ン
（
団
長
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

大
使
館
バ
ン
バ
ン

　ス
ハ
ル

ト
公
使
参
事
官
）」が
実
施
さ

れ
、
進
出
を
検
討
す
る
企
業

関
係
者
が
参
加
し
た
。

　イ
ン
ド
ネ
シ
ア
商
工
会
議

所
で
の
意
見
交
換
会
で
は
、

日
本
企
業
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
展

開
を
共
に
行
う
パ
ー
ト
ナ
ー

探
し
の
提
案
が
相
次
ぎ
、
活

発
な
議
論
が
続
い
た
。

　従
来
の「
安
価
な
労
働
力
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
海
外

進
出
の
時
代
か
ら
、「
有
望

市
場
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す

る
」
た
め
、ア
ジ
ア
全
体
で
の

最
適
な
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
の

強
化
を
求
め
る
動
き
が
本
格

化
す
る
見
込
み
だ
。

東莞国際模具及金属加工展
山
善
Ｇ

約
30
社
の
日
本
製
品
を
提
案 自動加工ユニットに注目

　第
14
回
東
莞
国
際
模
具
及
金
属

加
工
展
な
ら
び
に
第
14
回
東
莞
国

際
ゴ
ム
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
及
包
装
展
が

11
月
14
日
か
ら
17
日
の
４
日
間
、
東

莞
市
内
の
国
際
展
示
セ
ン
タ
ー
で
開

催
、
人
件
費
の
高
騰
を
背
景
に
、
ロ

ボ
ッ
ト
等
の
自
動
化
提
案
が
注
目
を

集
め
た
。

　山
善
も
地
元
現
地
法
人
の
「
山
善

（
深
圳
）
貿
易
有
限
公
司
」
と
、山
善

台
湾
の
中
国
現
法
「
創
善
貿
易
（
深

圳
）
有
限
公
司
」
が
出
品
。「
自
動

化
・
省
力
化
」
を
テ
ー
マ
に
、
マ
シ

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
、
Ｃ
Ｎ
Ｃ
旋
盤
、
タ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
等
の
工
作
機
械
や
成

形
機
を
は
じ
め
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
周
辺
機

器
、
機
械
工
具
、測
定
機
器
、
産
業
機

器
な
ど
、２
８
社
の
日
本
製
品
が
勢
揃

い
し
、現
地
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
最
新
製

品
・
技
術
を
提
案
、
盛
況
を
博
し
た
。

　特
に
、
今
年
５
月
の
重
慶
で
の
展

示
会
を
皮
切
り
に
、
上
海
、
青
島
、

瀋
陽
、
そ
し
て
今
回
の
東
莞
展
示
会

に
、
自
動
加
工
ユ
ニ
ッ
ト
を
連
続
展

示
。「
資
金
が
豊
富
な
地
元
企
業
で
は
、

将
来
を
考
慮
し
、
ラ
イ
ン
の
局
所
か

ら
自
動
化
を
進
め
る
と
の
意
欲
が
旺

盛
。
今
後
も
山
善
上
海
と
連
携
し
な

が
ら
、
中
国
市
場
の
付
加
価
値
向
上

に
向
け
、
自
動
化
提
案
を
深
化
さ
せ

て
い
く
」（
山
善
深
圳
・
麻
岡
慶
三
総

経
理
）
方
針
だ
。

　「
チ
ャ
イ
ナ
・
プ
ラ
ス
・
ワ
ン
」
の
動
き
が
表
面
化
す
る
中
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
投

資
意
欲
が
急
拡
大
し
て
い
る
。
そ
の
魅
力
は
世
界
４
位
の
約
2
億
４
０
０
０
万
人
の
人

口
を
背
景
と
し
た
大
き
な
市
場
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
全
体
の
４
０
％
）
と
、
豊
富
な
天
然
資

源
（
同
４
２
％
）
だ
。
日
本
か
ら
の
進
出
企
業
は
１
２
０
０
社
を
超
え
、
業
種
も
自
動

車
や
二
輪
車
、
建
設
機
械
、
電
機
等
に
加
え
、
最
近
で
は
食
品
・
飲
料
、
教
育
、
金
融

な
ど
、
生
活
用
品
や
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
進
出
も
相
次
い
で
い
る
。
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
が
実
施

し
た
「
売
れ
筋
商
品
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
で
も
、
家
電
、
生
活
用
品
、
飲
食
品
、
衣
類

等
で
、
日
本
製
品
へ
の
信
頼
感
の
高
さ
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

成
長
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

2億4000万人市場に着目
トヨタグループ6社が1000億円超を投資

インフラ整備も本格化

見
込
ま
れ
る
。

　11
月
に
は
、
ト
ヨ
タ
自
動

車
（
豊
田
章
男
社
長
）
を
は

じ
め
と
す
る
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー

プ
６
社
（
ト
ヨ
タ
、ト
ヨ
タ
車

体
、豊
田
通
商
、ア
イ
シ
ン
精

機
、
デ
ン
ソ
ー
、
ダ
イ
ハ
ツ
）

の
ト
ッ
プ
が
勢
揃
い
し
、イ
ン

ド
ネ
シ
ア
を
訪
問
し
、ユ
ド
ヨ

ノ
大
統
領
と
謁
見
し
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
自
動
車
産
業
発

展
に
向
け
た
さ
ら
な
る
活
動

強
化
を
表
明
。豊
田
社
長
は
、

「
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
は
、
４
０

年
以
上
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
ク

ル
マ
作
り
を
行
っ
て
き
た
。今

後
も
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
投

資
を
拡
大
し
、
人
材
育
成
を

行
う
と
と
も
に
、
裾
野
産
業

を
育
て
、
自
動
車
産
業
の
発

展
に
貢
献
す
る
」と
伝
え
た
。

　具
体
的
に
は
、
ト
ヨ
タ

は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
市
場
の
拡

　イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
で

の
自
動
車
販
売
台
数
は

２
０
１
１
年
実
績
で
前
年
比

１
７
％
増
の
８
９・
４
万
台

で
、
洪
水
の
影
響
を
受
け
た

タ
イ
を
抜
い
て
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

諸
国
で
最
大
の
自
動
車
販
売

国
と
な
っ
た
。
な
か
で
も
、日

系
企
業
の
シ
ェ
ア
で
は
自
動

車
で
９
割
を
占
め
、
二
輪
車

で
は
日
系
４
社
で
全
体
（
11

年
実
績
で
８
０
１
万
台
）
の

９
９
％
以
上
と
、
日
本
ブ
ラ

ン
ド
の
強
み
を
発
揮
し
て
い

る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
、

自
動
車
の
国
内
販
売
台
数

を
14
年
に
１
０
０
万
台
と
す

る
目
標
を
掲
げ
て
お
り
、
二

輪
車
も
12
年
に
は
８
０
０
万

か
ら
９
０
０
万
台
に
達
す
る

見
込
み
で
、今
後
も
自
動
車・

二
輪
車
分
野
を
中
心
に
日
系

企
業
の
進
出
や
投
資
拡
大
が

インドネシア商工会議所での意見
交換会では、日本企業からビジネス
展開を共に行うパートナー探しの
提案が相次ぎ、活発な議論が続い
た（日本アセアンセンター主催によ
る投資環境視察ミッションで）


